
1 1
2ヶ月

2 3
１２ケ月

3 5 　・身体拘束の職員研修を行い、 １２ケ月
　①身体拘束がなぜ必要なのか

　②どのような身体拘束を行うのか

　③どれくらいの時間拘束を行うのか

しっかり検討し、ご家族から同意

をいただき、なお状態の緩和と時間　

の短縮に努める

4 5

１２ケ月
　の入り口のドアに施錠する。

　　実際に施錠をしたり、食事の時車椅子
を使用したりしても危機感を持たない。

・5月の職員研修に「高齢者虐待防止に関する研修」
を行います。

理念が共有できるようにする。

・4月の職員研修に身体拘束の研修を行います。

・　施設内のところどころに掲示してある。
・　年度始めに本社より、施設担当者にきてもらい
　研修会を行います。

・目標通り行います。
・来年度は、偶数月に開催します。

　身体拘束に関する研修を実施し、認知
のご利用者に対する接し方なども職員
間で検討する機会を設けられるように

　運営推進会議は、2ヶ月に1度定期的に、
行う。

　2ヶ月に1回開催する。

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

職員全体で理念を確認する機会を設け、
理念がが共有できる様検討する必要が
ある。

　（様式３）

優先
順位

目標達成計画

項目
番号

【目標達成計画】

現状における問題点、課題

事業所名　グループホーム居場所　あおの
作成日：平成23年　12月　27日

目標
目標達成に
要する期間

　・職員の目で見守る。
　・職員が1人になった時ユニット

する。



目標達成に
要する期間

5 6
6ケ月

6 7
12ケ月

7 7 隔月
年４回
年１回

8 8 随時

１２月

9 10 ・プランの立て方の研修を行い、チームで支援する事

随時
作成担当者・ケアマネ参加する。
・プラン・実行・評価を行う。

・自立支援に繋がるようなプランにしたい。

優先
順位

項目
番号

目標現状 における問題点、課題

・ご家族へのおたよりについては、復活します。

・年賀状をだす。（実施済み）

　入所前の面接、６ケ月毎の担当者会議等を利用し、

・施設のお便りも復活させます。

ご家族より情報を得て、季節の変わりどき等、はがき
を出す。職員の代筆でも可。
　年賀状を出す。ご家族やお友達に。

お手紙として出す。

　馴染みの関係の方との交流を
続けることができる。

　ケアプラン作成・実行・評価
職員全員に関わってもらう。

ご家族へ向けたご利用者毎のお手紙の送
付するなどして、よりご家族との情報の共
有化をする。

担当者が、現在の様子等を

様、個別の外出支援を取り入れるように
する。

・会議の分類・メンバー等分け
て会議を持つ。
・年度始めに職員個々に目的

　ご利用者の馴染みの関係を継続できる

と施設への要望をあげてもらっ
ている。年度末にそのことについ
て面接をする。

・2ヶ月に1回請求書と一緒に

　期間に合わせたケアプランを作成し、
ご家族への説明、又モニタリングには職員
参加する。

機会を設けることが必要

　家族会の必要性の有無、など
アンケートをとり検討します。

　ご家族との交流を深めるため、家族会
を検討し、開催されることを期待する。

・ユニット会議月1回行っているが、内容が多すぎて
帰宅時間が遅くなるので、職員会議・リーダー会議の

定期的な職員会議や、ユニット会議を
行い、職員からの意見や要望を検討する

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

・敬老会、夕涼み会にはご家族と共に楽しめるよう
計画を立てます。

を理解してもらう。

・担当者会議には、ご本人・ご家族・担当者・計画

持ち方を検討する。



優先 項目
順位 番号

10 12
随時

11 12
６月

12 13
訓練月

13 14 随時

・緊急時対応マニュアルに沿って行う。

話して了解を得ている。

・消防署職員による救命講習を受講する。

・入所時、担当者会議の際に看とりが出来ない旨、
　・緊急時対応マニュアルに
沿って行動する。

　職員全員が救命講習を受ける。
全ての職員が受講できるようにし、適切な
初期対応ができるように検討する。

　事業所としての重度化した際の対応の
方針をまとめ、ご家族に説明しやすいよう
にする。

　消防署の救命講習を定期的に実施し、

　非常用の食品の準備や、夜間の火災や
水害を制定した避難訓練も行うこと。
　又避難訓練には地域の方にも参加を
お願いし、災害時に地域の方にも協力して
頂ける体制を検討。
　若い方は、昼間は会社に勤務されてい
るので、高齢者ばかりで訓練に参加
は無理。

　入浴チェックの検討を行い、適切に記録
されるよう徹底する。

　チェックを2人で行う。

　避難訓練には、地域の方にも
参加して頂く。
　食品の備蓄
　機材の準備

　　地元消防団の方たちに施設内を見ていただく。

も想定し計画に入れた。
　　自然災害の訓練は、６月
　　火災災害の訓練は、１２月（夜間を想定）
　　連絡網の発令　（実際に行う）　

目標達成に
要する期間

　早勤者が入浴の係で、日勤者が個人フアイルに
転記する事になっている。その時に再度チェック
する。

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容

・自然災害・火災の訓練は、計画済み。夜間の訓練




